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第４2回システム自然科学研究科セミナー

「動物の温度感知とその行動メカニズム
～遺伝子から神経回路システムへ～」

  「温度」は地球上に常に存在し、生体内の化学反応に変化をもたらす最も重要な環境情報のひとつです。
そのため、地球上の全ての生物にとって温度の感知とその情報処理は必要不可欠です。今回のセミナー
では、遺伝学に長けた実験動物である線虫C. エレガンスの神経系の解析から明らかになってきた、
「温度感知」と「温度情報処理」の分子と神経回路のメカニズムに関してお話しさせて頂きます。
  前半では、これまでに嗅覚ニューロンとして知られていたニューロンが、温度を感知し、その情報伝達
に哺乳類の視覚や嗅覚に必須なGタンパクが必須であるという最新の知見を紹介させて頂ます。
  後半では、従来の分子遺伝学と最新の光学技術やコンピューターシュミレーションを組み合わせた、
神経活動全体をシステムとしてとらえた神経系のチャレンジングな研究の展望と進行状況についても
触れさせていただきます。


